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本  日  の  卓   話 

 ３月１４日 （水） 
「世界ローターアクト週間」     

    茨木ＲＡＣ 近藤美都保会員 

 

例 会 記 録 
第２３２０回例会 ３月７日（水）晴 
●国歌「君が代」斉唱 
●ロータリーソング「四つのテスト」斉唱  
●ビジターご紹介 
 中村 寛君（白浜ＲＣ） 
 
※３月会員誕生  橋本（淳）、武智、吉田、多田、

三好 
※３月配偶者誕生 田中洋子 
※３月結婚記念  簡、長澤、吉田 
※３月入会記念  坂井、多田 
 

会 長 の 時 間      中西 勝会長 
 本日の卓話は坂井会長エレクトの「次年度会長方針

について」話していただきます。次年度はクラブの活

動をＣＬＰ（クラブ・リーダーシップ・プラン）に基

づく組織によって行うことになるため、これに関して

説明していただきます。 
 ３月はロータリーカレンダーでは「識字率向上月間」

です。貧困をなくすために識字率の向上が必要とロー

タリーの強調事項の一つになっています。 
 また、３／１３日は「世界ローターアクトの日」で

３／１３日を含む一週間を「世界ローターアクト週間」 

出 席 報 告 
第２３２０回例会 前々回（第２３１８回） 

会員数（免除） 出席 欠席 出席率 欠席 補正出席率

 ２６(７) 14  5 73.68 ％ 1  94.74 ％
               

 
 
 
と決めています。 
 「ロータリーの友」３月号にも次年度に関係する話

題が掲載されるようになりました。 
 ウィルフリッドＪ．ウィルキンソンＲＩ会長エレク

トが自分の会長年度のＲＩテーマとして「Rotary 
Shares（ロータリーは分かちあいの心）」を取り上げ
られておられます。 
 そして、強調事項は引き続き、今年度と同じ「水保

全、保健と飢餓、識字率向上、ロータリー家族」を継

承されています。 
「ロータリーの友」３月号に関してのご紹介は、後ほ

ど野田広報・雑誌委員長よりあると思いますが、私か

らは縦組みの最初のページのSPEECH「景観から見 
 涌井雅之（史郎）桐蔭横浜大学教授は２００５年の

「愛・地球博（愛知万博）」の会場演出総合プロデュー

サーを務められました。水と緑の多い環境にいる人に

対して、都会のなかにいる人が、如何にストレスを多

く受けているかを学生達とともに科学的データで実証

3月会員誕生祝 



され、水と緑の少ない都会は人間にとって、精神的に

良くないと訴えておられます。 
 
 

幹 事 報 告        辰巳克平幹事 
１、 例会変更(北摂１１RCの例会変更) 
  千里メイプルRC：3／29（木）休会、 

4／5→4／7（土）親睦会のため変更 
２、ＲＩ及び２６６０地区連絡事項 
 １）春のライラ青少年推薦及び登録のお願い 
 3／23まで登録延長 
 ２）長澤会員を次年度地区国際大会記念事業委員

会委員に推薦の依頼 
 ３）ＲＩ会長賞・ＲＩ広報賞の申請 ４／２締切 
 ４）第１組ＩＭ開催の案内 4／７（土）13：00
～17：00 於：豊中市立ﾛｰｽﾞ文化ﾎｰﾙ 

 ５）地区ＲＡＣ新旧理事役員研修会の案内  
4／15  於：枚方市民会館 

３、 茨木市、他ＲＣよりの依頼事項 
 １）北摂１２ＲＣ新旧会長幹事会の案内 

6／2（土）19：00～於：ﾎﾃﾙ阪急ｴｷｽﾎﾟﾊﾟｰｸ 
 ２）新旧会長･幹事ゴルフコンペの案内  
６／２   場所未定 

 ３）摂津ＲＣより会報 
 
４、第９回理事会報告（新旧合同3月7日開催） 

１）4月･5月度プログラムの件      承認 

   5／9橋本淳会員、5／16樋口会員とする  

２）家族親睦観桜会の件         承認 

３) 会計報告の件（２月末）       承認 

４）新会員入会の件 （樋口淳一氏）   承認 

   出席免除申請の件（坂井会員） 

５）ＣＬＰの取組みについて       承認 

６）50 周年準備委員会 ･ 会員拡大委員会を設け

る件                承認 

７）その他 

・ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ訪問の件  5／13～18 参加予定者７名 

・米山奨学生ｳﾞｰ ﾃｨ ﾄｩ ﾀｵさん援助の件   

月額３万円支給とする 

・カンボジア落成式について 

クラブ会長のメッセージを台北西北ＲＣに

送る  

・ＧＳＥの件  

4／3 13:00～17:00まで明治製菓を見学 

 

委 員 会 報 告 

雑誌委員会          野田征夫委員長 

「ロータリーの友」３月号推奨記事のご紹介 

 ３月は「識字率向上月間」です。ＲＩ会長メッセ

ージは、「識字－自立への贈り物」。そして、国内・

世界のロータリアンの「識字率向上」への取組みが

Ｐ5～14 に紹介されています。 

 また、3 月 12 日～18 日は、世界ローターアクト

週間です。地域に根差した活動をするローターアク

トがＰ15～18紹介されています。 

 そして、いよいよ次年度が動き始めました。次年

度のテーマは、「ロータリーは分かちあいの心

（ROTARY SHARES）」です。2007年国際協議会リポー

トがＰ24～27 に、次期ＲＩ会長ウィルフリッドＪ．

ウィルキンソン氏へのＱ＆Ａ がＰ20～23 に掲載さ

れています。また、「規定審議会」について、Ｐ30

～31の「基本の樹」に詳しく掲載されています。 

 また、縦組では、Ｐ7～11 の「風紋」に、南米ボ

リビアのサンタクルス・デラシェラ・ラスパルマス

ＲＣの会員の倉橋輝信さんが､サレジオ教会で、貧

しい子に 27 年間続けている教育の取組を紹介して

います。 

 

米山記念奨学会寄付報告 

 三好会員より頂きました 

      本日計      １０，０００円 

      本日までの合計 ３１０，０００円 

 

 

卓  話 

「新年度の方針」    坂井正純会長エレクト 

  

 

我が茨木ロータリークラブは、本年で創立 48 周

年を迎える地区内でも、名門のクラブであります。 

しかしながら、昨今クラブの現状はと申しますと、

会員数の減少により、クラブの活性が失われている

ように思われます。 

そこで、次年度より、ＲＩおよび地区でも進める、 



より効果的な実践方法として、ＣＬＰ（クラブ・リ

ーダーシップ・プラン）を導入することに決定しま

した。その間、秋山座長のもと、数回の研究会を行

い、必要となるクラブ定款･細則の変更をみるに到

りました。すでに、委員会構成表を配布しておりま

す。 

古い会員の皆様には、少し違和感を持たれること

と思います。今までとの一番の違いは、四大奉仕を 

中心とした常任委員会を、機能を重視した会員組

織、奉仕プロジェクト、クラブ広報、クラブ管理の

４つの常任委員会に変更する点です。又、各委員会

の下とは、小委員会ではなく担当という形で人員を

配置しました。 

もう一つの大きな違いは、過去ロータリーの事業

は単年を基本として実施してきましたが、ＣＬＰ移

行に伴い、事業そのものが、計画実施も複数年（３

年）とするということです。 

会員組織委員会 

クラブが効果的に機能するためには、会員数は絶

対必要です。クラブ（会員）基盤を維持拡大、増強

し退会防止の計画を立案実施する。 

１．クラブの目標を設定する。 

２．前年度同様に、全会員に候補者リストの提出を

促す 

奉仕プロジェクト委員会 

成果ある奉仕プロジェクトを実施するために、地

元や海外、又、青少年にと地域社会のニーズを取り

上げた教育的、人道的、職業的プロジェクトを立案

実行する。又、財団への寄付、プログラムへの参加

等、財団を支援するための計画を立案、実行する。 

「奉仕の機会に関する項目」のいずれかに当てはま

るプロジェクトとして 

１．危機下の児童擁護：虐待、いじめ、孤児 

２．障害者：施設やｻｰﾋﾞｽへのｱｸｾｽ、職業訓練 

３．保健：疾病予防、医療器具設備への寄贈、麻

薬防止センターへの援助 

４．国際理解 ･ 親善：紛争解決への支援、難民、    

          地雷撤去等 

５．教育：成人、女子への識字プログラム 

６．人口問題：妊婦のための保健 

７．貧困と飢餓救済：食料の配布、職業訓練 

８．環境保全：水質の維持、植樹、太陽熱 

クラブ管理委員会 

各委員会が計画実行する事業をスムーズに実行

出来るように支援し、又、クラブ内での親睦を図る 

１．会員間の親睦を図るための事業 

２．ＲＩ、地区が定めた管理運営要件を満たす 

３．出席の記録をつけ、報告する 

４．例会のプログラムの作成 

クラブ広報委員会 

ロータリーに関する情報をロータリー内外の

人々に提供し、クラブの奉仕プロジェクトや活動を

推進するための計画を立案、実行する。 

１．報道関係者との連絡リストの作成 

２．報道機関からの問合わせに迅速正確に答える 

３．クラブ活動の適切な広報 

４．地域社会の重要な団体や指導者との連絡 

５．創立５０周年にむけての記録の収集および 

保持、保管 

ＣＬＰの利点 

１．各委員会の開催によりすべての会員に意見を

述べる機会が与えられる 

２．クラブ運営の簡素化により、会員に奉仕と親

睦に集中するための時間が生み出される 

３．会員が委員会に関わることにより、クラブの

指導者が育成される 

４．クラブ活動等に会員がより多く参加すること

で、会員保持率が高くなり、退会防止につな

がる 

５．クラブ目標の継続性を持たせることにより、

次年度への移行が容易になる 

６．クラブの習慣を見直すことによりロータリー

への関心を高める 

 

ニ コ ニ コ 箱 

※結婚記念             長澤、吉田 

※白浜は桜が咲いています   中村（白浜ＲＣ） 

※先週宮参りで、大森管長奥様には大変お世話にな

りました                長澤 

※誕生祝い有難うございました。前回欠席し申し訳

ありません               三好 

※誕生祝い、入会１年経ちました      多田 

※大森会員お菓子ありがとうございます 

            秋山、久保、中西、多田 

※ＣＤ売り上げの残金￥５１０をニコニコに 
 
本日計   ２６，５１０円  
累 計１，５３９，７２２円 

 

次 回 卓 話 

「家族親睦観桜会」 

於：京都祇園･柚子屋旅館 

             親睦活動委員会 



 


